平成２８年度第２回都市計画公聴会の
公述人の意見に対する大阪府の考え方

　　公聴会において公述人から述べられた意見のうち、今回変更しようとする都市計画に関する
ものに対しての大阪府の考え方は、次のとおりです。

	公述人
	都市計画案に係る意見の概要
	意見に対する大阪府の考え方

	Ａ

	　今回の計画案には反対であります。４５年もの間、近隣のお客様方とご愛顧いただいて信頼関係を築き上げたものをすべて失う。正に死活問題。今回の計画の目的が、本当に必要な目的であるのかどうかを深く追求したい。
　まずこの計画の目的は防災拠点へのアクセス道路の充実化であれば、既存道路では、想定されている車両がさばけないことをお示し願いたい。地震等災害発生時、一般車両を規制されたうえで緊急車両が物資等を運ばれる、そういったシミュレーション等の結果を示していただきたい。結果が、既存の道路で十分まかなえるとすれば、そもそも今回の計画される道路は全く必要のない道路ということが証明されるわけです。

　また一方、必要な道路、確かに不十分だなということがわかれば、そもそもここに防災拠点を設けたところに問題がある。

　次に防災拠点と旧中環道を結ぶ道路が必要であれば、旧中環道から八尾空港に対して入退場用の道路が既に存在しています。一方防災拠点側は今回の変更計画案により、八尾空港敷地内を有効利用した道路ができるのであれば、その道路と、入退場道路を繋なげればすべて解決するはず。にも関わらず途中から南側にカーブ、旋回した新しい道路を造ろうとする計画です。なぜ新たにカーブ道路を造る必要があるのか。

　何故豪華な高架道路を造る必要があるのか、また何故旧中環道の東側に造るのかもお示し願いたい。結果として旧中環道と計画道路が並行して南北に走りますが、この旧中環道と計画道路それぞれの道路に対する繋がり、アクセスの方法が非常に美しくなく煩わしい。場合によっては、事故を起こしてしまうと思われるつながり方。このまま出来上がってしまうと、禍根を残す道路になってしまう。
　次に、旧中環道で車両が捌ききれないことを示していただきたい。どうしても車線が増やしたいというのであれば何故西側につくらないのか。西側は河川が並行して流れており2ないし3車線レベルの敷地があります。旧中環道を残す計画となっておりますが、太田橋交差点付近では、直進左折専用レーン1車線に右折専用レーン1車線つまり計2車線が南行に存在しています。今回造る高架道路は4車線道路で片側２車線、そのうえその東側に一方通行南行の道路が1車線造られます。計南向きに道路が5車線必要なことを数値で示していただきたい。

　大和川を越えるために高架道路が必要であれば、八尾市の大正コミュニティセンター横の側道があって大和川に上るような道路がすでにあります。それを活用するなどの方法をとられてはと思う。

	　都市計画道路八尾富田林線は、大阪中央環状線と大阪外環状線を補完する広域幹線道路として、また、大阪府中部広域防災拠点へのアクセス機能を有し、南部方面の広域的な物資輸送等の主動線として活用することを目的に計画しております。
　まず、車線数等の道路構造については、将来交通量推計により計画しており、災害時の緊急車両の交通量を基に計画したものではありません。また、防災拠点については、八尾空港の機能を最大限活かせることから、平成9年に本路線の都市計画と合わせて計画されたものであり、平成15年に開設されております。
　次に、道路線形については、藤井寺市域の都市計画との整合、八尾空港の空域制限への配慮、可能な限り既に計画決定されている都市計画道路区域内での変更、空港等の公共用地の活用及び道路構造令の準拠等に基づき、計画しております。なお、本路線の旧大阪中央環状線と重複する区間は、藤井寺市域の都市計画との整合や可能な限り既に計画決定されている都市計画道路区域内での変更等により、西側へ変更することは出来ません。また、旧大阪中央環状線へのアクセスについては、道路構造令に準拠して設計している連絡道路を設けます。

　本路線が高架構造となる理由としては、大和川の堤防高さを確保することから、構造的に旧大阪中央環状線や都市計画道路若林沼線と平面交差出来ないためです。

　また、本路線の旧大阪中央環状線と重複する区間については、広域交通と地域交通を分離させることで、円滑な交通処理が可能な構造としており、南行き車線については、広域幹線道路としての2車線を設置しております。加えて、現状と同様に旧大阪中央環状線の1車線と交差点部には右折レーンを設置し、高架道路東側には、車両の沿道の出入りを確保するために副道を1車線設置します。
　大正コミュニティセンター横の側道の活用については、藤井寺市域の都市計画との整合や可能な限り既に計画決定されている都市計画道路区域内での変更等から、現計画案を採用しております。
　八尾市都市計画マスタープランにおいて、八尾南地区については、新都市核として都市機能を強化しつつ、良好な地区環境の形成に努める地区として位置付けられており、また、連絡道路を含む本路線は当該地区と近鉄八尾駅周辺の中心核を結ぶ都市軸の一部として、まちづくりや地域の活性化に寄与すると位置付けられています。

　なお、本路線は、都市計画道路大阪柏原線から富田林市内の都市計画道路狭山河南線までの広域的な道路ネットワークを形成するもので、大阪柏原線から北側については、都市計画道路東大阪中央線が大阪中央環状線と大阪外環状線の交通処理を補完するものと考えています。


	公述人
	都市計画案に係る意見の概要
	意見に対する大阪府の考え方

	Ａ


	　今回の計画道路を造れば、かえって八尾南駅周辺は、さびれていく。老原地区から藤井寺地区の間をバイパスでつなぐ道路で高速道路でいうと、インターチェンジ入口出口を造らないエリアです。現状八尾南周辺は都市化しておりませんし、そもそも太田橋交差点は混み合ってない。本当に八尾南駅周辺を都市化したいのならこんなバイパス道路を計画するわけがない。道路の動線は非常に煩わしい。むしろ八尾南駅周辺の住民なり企業は出ていくんじゃないか。八尾南駅周辺が都市化とは真っ向反対の計画としか思えない。
　本当に中央環状線と外環状線を補完する道路を造るなら、八尾市中心部には国道・JR・近鉄と幹線が3つ東西に走っています。少なくとも4車線並の道路を25号線、JR、近鉄を越えていく道路を造るはずです。現実目途のたっていないような中環、外環を補う道路と言われても、論理矛盾がある。

	


	公述人
	都市計画案に係る意見の概要
	意見に対する大阪府の考え方

	Ｂ、Ｃ


	　説明会では、実際には測量も踏まえて計画が固まってこないとなかなか具体的にお答えしにくい、このような回答が多かった。それであれば、そこへの希望というような形で意見を述べさせていただきたい。

　今回の計画が出てきて、空港用地を使うという点で前の案から比べると好ましいというか受け入れやすい計画案だと思います。ただまだ、18軒ほどの民家と2棟のマンション、その他工場等の事業所にあたるものが数軒ございます。現在の空港内の用地を極力活用して、住民への影響が出来るだけないようにお願いできないか。

　あらかじめ、交渉主体やら今後の計画も含めたタイムテーブル、用地の買収にあたっての補償の仕組み、価格、住居の転居の必要がある場合の用地の確保等の協力があるのか。そういったものをまず明示していただいて、その計画案が進んだ場合、もう少し直接的な、こじんまりとした説明会で、本当の当事者が質問できるような場を作っていただきたい。

　まとめ直すと、出来るだけ住民の立ち退きというような問題がなければ万々歳だし、避けられない場合でもそれが少なくなるような設計をお願いしたい。

　木の本田井中線は通学路となっており、また歩道もないような狭い道である。そこに今回の道路がアクセスとしてつながれた場合、近隣が迷惑かかるため、出来たらそれは避けていただいて、南木の本のアクセスとしては、空港の北濠と平野川を一方通行にしていただいて、防災拠点との間で迂回路として利用出来たら、南木の本の中を抜ける車が大変少なくなると思う。南木の本としては、今の狭い道を利用されるよりも、出来たら南木の本の中を通らなく、平野川とか、北濠のとこで抜けていただいたらありがたい。
	　今回の都市計画の変更は、空港等の公共用地を可能な限り活用することとしており、当該箇所については、東西方向のＡ滑走路の運用に支障を及ぼさない範囲の限界まで線形を変更し、道路構造令に準拠した曲線にて設計しております。

　事業実施にあたっては道路事業者として、事業に関する説明会を開催する等、地域の皆様と協議・調整しながら事業を進め、用地買収時の補償内容等については、現地測量や詳細設計を踏まえ、個別に詳細な説明をさせていただきます。

　また、都市計画道路大阪柏原線は着手時期が未確定であることを踏まえ、市道木ノ本田井中線までの暫定整備を想定しており、事業効果を見極めながら着手する範囲や部分供用等も検討してまいります。合わせて、周辺道路の一方通行等の交通規制についても、交通管理者である警察や市道管理者と詳細な検討及び協議を行い、地元自治会と協議のうえ、適切な対応を行ってまいります。なお、大阪柏原線については、国道25号のバイパスとして必要と考えており、今後も国に対して事業化を要望してまいります。
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	公述人
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	Ｄ
	　南木の本に居住しているものです。

　もう少し、空港沿いの道路を利用できるのではないか、空港道路沿いの住居の方に、侵入しないで、道路を設計していただけるようにお願いしたい。
	　今回の都市計画の変更は、空港等の公共用地を可能な限り活用することとしており、当該箇所については、東西方向のＡ滑走路の運用に支障を及ぼさない範囲の限界まで線形を変更し、道路構造令に準拠した曲線にて設計しております。
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	Ｅ
	　観測をしたと、交通量もみたと、その観測地点も2点とあったが、疑問。実際の車が通っている道できちっと24時間、観測をしていない。そこを明確にしてほしいのと、もう一つ観測地点を増やすと、いうことも踏まえて、交通量をみてほしい。平成22年におきまして、24時間の交通量を見ますと、太田で、だいたい1万台通行してます、これが、平成17年度のときは1万8千台で、減っている。南木の本線、田井中線を含めて、交通量が極端に少ない。少ない中で、今回のこの道路を拡張して、やる意味合いが、理解できない。田井中で行き止まりだと、もともと大阪柏原線まで繋げると、しかし凍結になったとしたときに、この25mの道路を田井中まで伸ばしていって、あとはそこで6mぐらいしかないが、その道路に繋げると、そこで完全に糞づまりになるので、結局この道路を作った意味合いがまったくない。この部分を、交通量を含めて、明確に測定をし、データも出していただきたい。

　防災道路も目的だが、1道路で、陥没してしまうとか、土砂災害でもう通れないとなると完全に不通になってしまう。25mの大きな道路をつくるんじゃなくて、分散化して、3か所なり、その半分の12mとか、複数個所を設置するべき。八尾南駅の北側、旧飛行場の跡地になるが、広大な空き地になっているところをもっと活用すべきではないか。分散することによって、収容力も増すし、物資輸送も対応が取れるので、考えていただきたい。

　立ち退きすることによって、今後の見通しが立たないと、大きな問題を抱えている。フォローするならするで、はっきり明確にしていただきたい。そうしないと、安心してこの話を聞けない。

　今回のこの道路だが、スロープしながら高架にしていくという話があったが、果たしてこれだけの交通量の少なさで必要であるかと、再度検討をお願いしたい。交通量はそんな多くない。十分対応とれる道路ができていると思っている。そのへんも測定をし、判断をしてやってもらいたい。

　中環と外環で交通は多い、交通緩和とあったが、南木の本から太田にかけて、この道をつくるよりも、外環と中環に大和川の河川敷がある。そこを広げて、道路をつくる方がより費用も掛からず、立ち退きも完全になくなるので、検討をお願いしたい。


	　都市計画道路八尾富田林線の計画変更は環境影響評価の対象ではありませんが、計画路線による影響を把握するため、住居等の保全対象家屋が立地している地域の中から、代表となる2箇所の観測点を設定したものであり、交通量調査を目的としたものではありません。なお、交通量調査については、5年毎に全国一斉の調査を行っています。

　また、本路線については、都市計画道路大阪柏原線から富田林市内の都市計画道路狭山河南線までの広域的な道路ネットワークを形成する広域幹線道路として計画するものであり、大阪中央環状線と大阪外環状線を補完するものであります。本路線と道路ネットワークを形成する大阪柏原線については、本路線が広域幹線道路としての機能を発揮出来るよう、引き続き国に対して早期事業化を要望してまいります。

　次に、事業実施にあたっては道路事業者として、大阪柏原線は着手時期が未確定であることを踏まえ、市道木ノ本田井中線までの暫定整備を想定しており、事業効果を見極めながら着手する範囲や部分供用等も検討してまいります。合わせて、周辺道路の一方通行等の交通規制についても、交通管理者である警察や市道管理者と詳細な検討及び協議を行い、地元自治会と協議のうえ、適切な対応を行ってまいります。また、事業に関する説明会を開催する等、地域の皆様と協議・調整しながら事業を進め、用地買収時の補償内容等については、現地測量や詳細設計を踏まえ、個別に詳細な説明をさせていただきます。

　また、本路線が整備されれば、大阪府地域防災計画において広域緊急交通路に指定されることから、災害時には、大阪府中部広域防災拠点へのアクセス道路として、南部方面の広域的な物資輸送等の主動線として活用することとなります。なお、アクセス道路の分散化については、既存の広域緊急交通路等により、大阪中央環状線や大阪外環状線への複数ルートを確保することとしています。

　ご指摘いただいた大和川堤防敷の拡幅については東西方向の強化であり、本路線は広域的な南北方向の交通緩和に資する路線であるため、期待される効果が発揮されないと考えております。
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